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SPN-CPAP/VS

Spontaneous-Continuous Positive Airway 
Pressure/Volume Support

自発呼吸下で気道内圧を常に一定に保つ呼吸法に
プレッシャーサポートを加えた換気モード

ボリュームサポート VS の場合、PEEP レベルでの
患者による吸気努力がトリガー基準を満たすと、
従量式換気が供給されます。 トリガーレベルを設
定すると、患者の吸気努力が同期します。VS（ボ
リュームサポート）による吸気時間と呼吸回数
は、患者の自発呼吸の状態により決まります。 上
昇圧力は、圧立上り時間または吸気フローの設定
により決まります。 開始設定は、システム セット
アップ > 換気動作 初期設定 > 換気開始 設定 > 圧
力 , 酸素 , I:E ページで行えます。

換気量サポートは、吸気フローが 大吸気フロー
の 15 % を下回るとすぐに終了します。

VS（ボリュームサポート）は、サポートの継続時
間が 大吸気時間に到達した場合でもすぐに終了
します。 挿管された患者の場合、小児患者カテゴ
リーの 大吸気時間は 1.5 秒に制限されます。新
生児 患者カテゴリーでは、 大吸気時間は 大吸
気時間で 大 1.5 秒に設定できます。 NIV（マス
ク）換気が行われている場合、小児患者カテゴ
リーの 大サポート時間は 大吸気時間で設定す
ることができます。

新生児患者カテゴリーでは、このモードは非侵襲
換気で使用できません。

換気量サポートの設定一回換気量は、自動的に設
定された VS（ボリュームサポート）の圧レベル
により到達されます。換気量のサポートで、肺機
能（抵抗とコンプライアンス）の変動と患者によ
る自発呼吸の必要性に応じてサポート圧は自動的
に調整されます。

圧上限が換気パラメーター圧力制限にリンクされ
ている場合、圧力制限 設定で適用できる 大吸気
圧を設定して下さい。

圧上限が圧力制限 換気パラメーター にリンクさ
れていない場合は、コンプライアンスの低下によ
り気道内圧が上昇した場合に Babylog VN500 が
必ずアラームを発生させるように、圧上限アラー
ムリミットを設定して下さい。適用できる 大吸
気圧は、アラーム上限値の 5 mbar (5 cmH2O) 下
に制限されます。
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